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１  名称
すこやか長寿祭ふれあい交流会

２  目的
　熟年世代が今まで培ってきた知識や豊富な経験などを次世代に伝え、伝承・活用していくための
手段としての熟年メッセージや幅広い世代の参加による文化活動の発表の機会を設けることで、
急速に進展する高齢社会において、世代間の交流促進し、多世代間の生活観・価値観の違いを理解
し合うことにより、誰もが生きがいを持ち続けて、健康で安心して暮らせる長寿社会の構築を目指す。

３  主催等
（１）主 催

すこやか長寿祭ふれあい交流会実行委員会
公益財団法人しずおか健康長寿財団

（２）後 援
静岡県、財団法人静岡県文化財団、財団法人静岡県老人クラブ連合会、NHK 静岡放送局、
静岡新聞社・静岡放送、中日新聞東海本社、静岡朝日テレビ、テレビ静岡、静岡第一テレビ

（３）協 賛
羽立工業、静岡県老人保養所「寿荘」、静岡県牛乳普及協会、静岡県牛乳協会、静岡銀行、スルガ銀行、花王
カスタマーマーケティング、明治、静岡ガス、天神屋、竹酔、静岡県エルピーガス協会、シダックス、大塚製薬

４  開催概要
（１）日　時　平成 25 年 1 月 19 日（土）11 時 30 分～ 16 時 00 分
（２）会　場　グランシップ中ホール・大地
（３）観覧者　868 人

５  内容
（１）音楽活動・生きがい活動を通しての多世代間の交流促進・絆づくり

・わらしな太鼓　「倭鼓舞琉（わこまる）」
・梨花幼稚園マーチングバンド＆リカマーチングアカデミー
・夜桜乱舞の踊り　静岡まつり技の会
・リフォームファッションショー　県老人クラブ連合会審査会優秀作品
・シニアコーラス　四季を歌う会

（２）熟年メッセージ大会
表彰式及び優秀作品の発表（3作品）、講評

（３）ロビー・エントランスアトラクション
・しずおか健康創造 21 ポスター標語川柳コンクール優秀作品展示
・ねんりんピック宮城・仙台 2012 美術展受賞作品展示
・第 15 回すこやか長寿祭美術展県知事賞受賞作品展示
・自立体力全国検定　羽立工業株式会社
・ニュースポーツコーナー（スカットボール・ディスコン）
・似顔絵コーナー　「似顔絵・ウフフ」

大会概要Ⅰ
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小学生を中心に構成されたわらしな太鼓「倭鼓舞琉」の太鼓演奏が元気に演奏された後、大会会
長の佐古伊康しずおか健康長寿財団理事長の開会の言葉が満場の来場者に披露されました。さあ、
地域・世代を越えた生きがいづくり、絆づくりのはじまりです。

わらしな太鼓　「倭鼓舞琉」（わこまる）

藁科公民館の太鼓教室の受講生を元に結成された和
太鼓演奏サークルの皆さん。

元気な掛け声とともに演奏してくれたのは、「集
い」、「みのり太鼓」、「山のお囃子」です。全員の笑
顔から元気をいただきました。

オープニングセレモニーⅡ

佐古伊康
大会会長

静岡県健康福祉部の来賓の皆さん大会実行委員の皆さん

静岡市の服織小学校、南藁科小学校、大川小学校、安倍口小学校、
竜南小学校の 18 名の生徒さんと父兄・講師の皆さん
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静岡まつり技の会
「静岡まつり」メイン行事の「夜桜乱舞」の PR 隊として活躍しているデモンストレータと竹千代

キッズの皆さん（35 名）に踊りで盛り上げていただきました。曲名は、「さくら‘96」、「SAKURA 
Doo-Wap」、「竹千代殿どん」です。

梨花幼稚園マーチングバンド＆ Rikaマーチングアカデミー
リカマーチングアカデミーによる演奏に続いて梨花幼稚園（静岡市下川原）の年長さん 99 人に

よる楽しい音楽とダイナミックなマーチングが披露されました。演奏曲は、「GIVE ME FIVE」、
「生きてる生きてく」（アカデミー）、「I was born to love you」、「君の瞳に恋してる」、「We are 
the world」、「Sugar baby love」（マーチングバンド）です。

ステージアトラクションⅢ
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村松敦子さん（静岡市）
大島紬の着物からコートとブラウ
スを製作。男物の着物の端切れを
襟と袖、身頃の脇に入れ、ボタン
も工夫しました。スッキリとお洒
落に出来ました。

野末量子さん（湖西市）
親達の思い出の着物と羽織でリ
フォーム。作務衣、ちゃんちゃんこ、
帽子など製作。羽織の裏地には粋
な鷹の絵が描かれており、マフラー
にしました。

久保田里子さん（清水町）
女物の作務衣は、絹の長着から
製作。軽くて着易いです。男物の
作務衣は、ウールの女物単衣着物
でリォーム。マフラーはボカシ染
めで工夫しました。

川口きよ江さん（三島市）
無地の着物と絞りの柄の組み合
わせですが、模様づくりは全体の
バランスを考えて型紙をを作り、
何度も製図を書きました。心を込
めた作品です。

鈴木アイ子さん（三島市）
チュニック丈のリバーシブルコー
トと父の着物一式を使い、変形ベ
ストと変形パンタロンをつくりま
した。両親の思い出が詰まったも
のが出来ました。

斎藤千鶴子さん（掛川市）
父の思い出の大島の着
物と羽織、女物の大島
紬を利用してスーツや
バックを製作。思い出
の着物が、洋服によみ
がえり着られることが
大変嬉しいです。

足立澄江さん（三島市）
長い間箪笥に眠ってい
た親の形見の大島の着
物をリフォーム。ロン
グスカートとベストに
は沢山のパッチの布を
使いました。肩も凝り
ましたが、出来上がっ
て嬉しいです。

高
齢
者
の
お
し
ゃ
れ
心
を
深
め
る
と
共
に
、「
使
い
捨
て
時
代
の

物
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
世
代
を
超
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考
え
る
機
会
と
し
て
行
わ

れ
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「
高
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者
い
き
い
き
創
造
広
場
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
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ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
」
が
平
成
24
年
12
月
に
行
わ
れ
、
そ
の
中
の
優
秀
作
品
を
製

作
者
本
人
が
モ
デ
ル
と
な
り
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
（
静
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

審
査
会
優
秀
作
品
か
ら

カジュアル部門（９点）
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森下せつさん（静岡市）
父が求めてくれた大切
な留袖を孫の結婚式用
のドレスとして急遽製
作しました。柄の配置
を上下に生かすために
色 々 と 工 夫 し ま し た。
端切れ布でインナーも
出来ました。

フォーマル部門（４点）

鈴木和子さん（静岡市）
姉からもらったロウケツ染め
の着物からコート、ベスト、
ホシェット、ショールなどを
製作。
花の会のボランティアにお出
掛けする時に着ようと浮き浮
きです。

福田ヨシノさん（御殿場市）
嫁入り支度の品でドレス、
バック、ベストを製作。
ベストの裏地は母の形見
の羽織です。これを着て
いると、母の温もりを感
じる思い出がいっぱいで
最高に幸せです。

大胡田壽子さん（御殿場市）
嫁入りの時の大切な留袖
と不用のロングスカート
との併用で二部式のスー
ツにリフォーム。
上着を着てシックにコー
ディネイトしたり、脱い
でブラウスとロングス
カートとでコーラスや発
表会に参加でき、浮き浮
きです。

武田信子さん（静岡市）
明治 20 年に祖母が嫁い
できた時の着物が母か
ら手元に。それをチャイ
ナドレスにリフォーム。
定年退職後に始めたマ
ジックのボランティア
として老人施設に慰問
に回るときに着用して
います。

吉岡澄江さん（掛川市）
ウールの縞の着物からポン
チョ風の上着を製作。縞の
色を合わせるのに苦労しま
した。春と秋はブラウスを
下に着たり、冬はセーター
を着ると季節によって変化
を楽しめます。
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シニアコーラス　「四季を歌う会」
宮川洋一先生の指導を受けて静岡市清水区中心に活動している皆さん。年々参加者も増え、今年

は 140 人を超える会員さんが参加してくださいました。会の基本精神は「歌う喜びをみんなで分か
ち合う」ということ。自分達で歌う喜びを表現しようというものです。日ごろの活動の発表の場と
して、参加してくださいました。

曲目は「冬景色」、「春よ来い」、「森の水車」、「希望のささやき」、「明日という日が」です。宮川
先生からも素敵な歌声を披露していただきました。

似顔絵描きに参加してくれたのは、藤枝市内を中心に似顔絵
描きのボランティア活動をしている「似顔絵・ウフフ」の皆さん。

人気が高く、多くの来場者が喜んでいました。

ロビー・エントランスアトラクションⅣ

似顔絵コーナー
似顔絵・ウフフ
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知らない間に進んでいる「体力の衰え」を簡単なテストで客観
的に測定し、生活アンケートとあわせて総合的に分析します。

健康づくり、絆づくり、生きがいづくりにつながるような参加体験型のコーナーを設置して、
来場者の皆様に楽しいひと時を過ごしていただきました。

姿勢変換能力の測定

手作業能力の測定 歩行能力の測定

4 つの日常生活の動きを
基本にチェック！
①歩く
②家事をする
③着替える、またぐ
④起きる、立つ

自立体力全国検定
羽立工業株式会社

ニュースポーツ
スカットボール

ニュースポーツ
ディスコン
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部　門 No 作　品　名 作　者 ねんりんピック すこやか長寿祭

日本画
① 陽だまりの中に 高橋哲彦 銅賞

② ドライフラワー 水野あい子 静岡県県知事賞

洋　画
③ 月に光る 齋藤雅紀 宮城県知事賞

④ 復興 河野修治 静岡県県知事賞

彫　刻 ⑤ 夢の刻 上原　清 仙台市長賞 静岡県県知事賞

工　芸 ⑥ 集乱蝶 江坂君代 静岡県県知事賞

書 ⑦ 凌駕 栗田芳安（芳葉） 銅賞 静岡県県知事賞

写　真 ⑧ 捕った ー雨乞い祭りー 松浦眞一郎 静岡県県知事賞

①
②⑦

⑧

⑥

③

⑤

④

ねんりんピック宮城・仙台2012美術展受賞作品
第15回すこやか長寿祭美術展 県知事賞受賞作品

第10回しずおか健康創造21
ポスター  標語  川柳コンクール優秀作品
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第13回熟年メッセージ大会応募状況Ⅴ
（１）応募対象者

県内在住者で、自身を熟年と思っている方　

（２）応募テーマ
特に定めなし。これまでの人生・これからの人生で社会に強く伝えたい内容であること。

（３）応募状況
応募件数は、男性 50 件、女性 39 件、団体（連名）1 件の合計 90 件であり、年代別では
男女とも 70 歳代が一番多かった。
また、地域別では東部 35 件、中部 35 件、西部 20 件であった。
応募者のうち、最高齢者は静岡市在住の 88 歳男性であった。

（４）年代別・男女別応募状況

年  代 男  性 女  性 連名 計
40 1 件 1 件
50 4 件 1 件 5 件
60 15 件 13 件 28 件
70 23 件 15 件 38 件
80 7 件 10 件 17 件
90
連名 1 件 1 件

合  計 50 件 39 件 1 件 90 件

（５）地域別応募状況

地　域 件 数
東 部 35 件
中 部 35 件
西 部 20 件
合 計 90 件

（６）審査状況
応募件数 90 件のうち 1 次審査（書類審査）を
通過した 9 名に対して、すこやか長寿祭ふれあ
い交流会実行委員会委員（委員長 : 日詰一幸）
により、11 月 30 日に本審査オーディション審
査査を実施し、順位を決定。
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第13回熟年メッセージ大会表彰式

県内各地から応募のあった 90 点の中から、１次、２次の審査会を経て選ばれた優秀作品３点
の表彰を行いました。

左から小澤さん、山崎さん、吉田さん グランプリ受賞者の小澤正人さん

準グランプリ受賞者の山崎道生さん ３位受賞者の吉田博さん

小澤正人さん（静岡市葵区）
「やらないで後悔はしたくない」

山崎道生さん（藤枝市）
「終わりのない夏休み」

吉田　博さん（熱海市）
「『余生』を『世生』に 」

グランプリ

第 3 位

準グランプリ

Ⅵ
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第13回熟年メッセージ優秀作品発表

表彰式に続いて、グランプリ受賞作品他2作品の優秀作品が本人により発表されました。その後、
西谷祐一実行委員長から第 13 回熟年メッセージ応募作品全体の講評が行われました。いずれの
作品も力作ぞろいで、胸を打つ感動的なものが多かったと述べられました。

身寄りのない高齢 者、
障害者への支援活動の立
ち上げに成功した事例を
通じ、新しい自分を見つ
けることが出来たこと、
また、行動することの大
切さを発表されました。

（詳細は14、15ページです）

安定した 生 活を捨て、
夢であった映画解説講師
への道に入った経験から、
夢に挑戦することの大切
さと家族や友人の支え、
励ましが後押ししたこと
を発表されました。

（詳細は12、13 ページです）

東日本大震災へ寄せら
れた援助に対する謝意を
伝えるため、台湾へ単身
で回り住民交流した経験
から、社会との関わりに
挑戦する事の大切さを発
表されました。

（詳細は 16、17ページです）

今回応募いただいた 90 点の作品の内容は、ご自身の大病から
人の温かさに気付き感謝していること、家族の介護を通じて絆の
大切さを学んだこと、地域の社会活動に参加して交流する友人が
増えたこと、若い時から夢であった趣味の世界にチャレンジし生き
がいとなったこと、健康維持のため毎日努力していることなどで、
いずれも、多くの人達の応援と励ましを得て、互いに支え合い、
労り合うことの大切を訴える作品で心を打たれる内容でした。

発表された 3 つの優秀作品は、自ら実践をして体験した点や地
域社会の中で周りと関係を保ちながら貢献されている点でも心に
響く、感動的なもので、私も多くのことを学ばせていただきました。

お聴きいただいた皆様にも本当に勇気をいただく、感動的な作
品であったと思います。

駿州夢づくり交流会

西谷祐一さん

実行委員長講評

準グランプリ受賞
山崎道生さん

３位受賞
吉田　博さん

グランプリ受賞
小澤正人さん
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け
れ
ば
無
責
任
で
す
。
幸
運
に
も
子
供
た
ち
も
就
職
し
、
大
き
な
心
配
事

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
家
族
の
賛
成
を
得
る
事
が
で
き
る
か
で
す
。

家
族
に
は
何
回
も
何
回
も
「
お
と
う
さ
ん
は
こ
ん
な
事
が
し
た
い
ん
だ
よ
」

と
話
し
ま
し
た
。
確
か
に
大
丈
夫
か
な
と
最
初
は
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
学
卒
業
か
ら
ず
っ
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
さ
ら
ど
う
し

や
ら
な
い
で
後
悔
は
し
た
く
な
い

静
岡
市
葵
区
　
小
澤
正
人

て
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
家
族
は
力
強
く
背
中
を

押
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
や
り
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
絶
対
に
や
っ
た
方

が
い
い
よ
。」
家
族
は
や
は
り
最
後
の
応
援
団
で
す
。
そ
こ
か
ら
私
の
新
し
い

第
一
歩
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

解
説
を
体
験
し
て

私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
映
画
が
大
好
き
で
し
た
。
両
親
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
映
画
は
楽
し
く
、
人
を
幸
福
に
し
て
く
れ
ま
す
。
好
き
で
も

趣
味
で
し
た
。
そ
れ
が
ま
さ
か
今
の
仕
事
に
な
る
な
ん
て
想
像
す
ら
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
人
生
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
る
公
共
機

関
か
ら
映
画
解
説
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
全
く
知
ら
な
い
人
達
に
対

し
て
で
す
。
以
前
か
ら
憧
れ
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
か
本
当

に
そ
ん
な
話
が
来
る
と
は
。
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
快
諾
し
ま
し
た
。
心
地
よ

い
緊
張
で
し
た
。
そ
こ
で
は
9
年
間
映
画
解
説
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ

で
話
を
聞
い
た
人
か
ら
「
面
白
か
っ
た
。
う
ち
の
団
体
で
も
話
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
心
に
変
化
が
出
て
き
ま
し
た
。
人
前
で
映
画
の
面
白
さ
を
話
す
事
が

楽
し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
自
分
に
気
付
き
ま
し
た
。
あ
れ
、
今
の
仕
事
と
は

違
う
ぞ
。組
織
は
ま
ず
組
織
の
理
論
が
優
先
さ
れ
ま
す
。仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、

常
に
自
分
の
個
性
を
押
し
殺
し
て
い
る
事
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
ど
う
で
し
ょ
う
、
前
日
か
ら
ど
う
し
た
ら
参
加
者
を
喜
ば
せ

る
事
が
出
来
る
か
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
自
分
が
い
る
の
で
す
。
こ
れ
が
自
分
だ

と
確
信
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
映
画
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
。
そ
し
て
元
気

に
し
よ
う
。
そ
し
て
自
分
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
お
う
。
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大
き
な
決
断

4
年
前
に
早
期
退
職
を
し
ま
し
た
。
や
は
り
大
き
な
決
断
で
し
た
。
気
持
ち

も
何
回
も
揺
ら
ぎ
、
こ
ん
な
年
に
な
っ
て
馬
鹿
だ
と
も
思
い
、
家
族
に
も

申
し
訳
な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
偽
ら
ざ
る
心
境
で
す
。
眠
れ
な
い

夜
も
あ
り
ま
し
た
。「
定
年
ま
で
も
う
少
し
な
の
に
」「
無
理
す
る
な
。
生
活

は
大
丈
夫
か
。」
反
対
に
「
お
前
は
仲
間
の
期
待
の
星
だ
、
頑
張
れ
」「
何
で

も
協
力
す
る
か
ら
」
と
嬉
し
い
励
ま
し
も
あ
り
ま
し
た
。
き
っ
と
熟
年
世
代

の
本
音
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
定
年
近
く
な
れ
ば
今
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
り
、
そ
し
て
先
の
永
い
人
生
を
考
え
ま
す
。

私
は
現
在
映
画
解
説
講
師
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
人
々
の
喜
ぶ
顔
が
最
高
で
す
。「
楽
し
か
っ
た
よ
」「
元
気
が

出
ま
し
た
、今
度
い
つ
来
る
の
。」
中
に
は
泣
き
な
が
ら
私
の
手
を
握
っ
て
「
今

日
あ
な
た
に
会
え
て
本
当
に
幸
せ
で
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
時
、
自
分
の

決
断
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

不
安
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
喜
び
は
そ
の
何
倍
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

自
分
の
力
は
小
さ
い
で
す
が
、
多
く
の
方
々
が
元
気
に
な
る
よ
う
頑
張
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
本
か
ら
も
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
背
中
を
押

し
て
も
ら
っ
た
言
葉
を
熟
年
メ
ー
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。『
自
分
の
人
生

だ
ろ
！！
』
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リ
タ
イ
ア
生
活
は
自
分
を
生
か
す
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
す
。
そ
れ
は「
終

わ
り
の
な
い
夏
休
み
」
の
よ
う
な
も
の
十
分
時
間
を
使
え
ま
す
し
、
腰
を
据

え
て
取
り
組
め
ば
何
か
事
を
成
す
こ
と
も
容
易
で
す
。
趣
味
や
運
動
、
地
域

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
で
自
分
を
輝
か
せ
、
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

私
は
現
在
72
歳
、
元
高
校
教
師
で
す
。
定
年
後
は
テ
ニ
ス
や
登
山
を
思
う

存
分
に
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、い
ざ
退
職
し
て
み
る
と
、ま
だ
若
い
。

あ
ま
り
に
若
す
ぎ
る
、
も
っ
と
何
か
有
意
義
な
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い

立
ち
、
何
度
も
折
衝
し
て
、
2
年
間
上
海
の
大
学
で
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
し

ま
し
た
。

学
生
の
向
学
心
は
と
て
も
旺
盛
で
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
休
日
も
街
歩
き
を

控
え
て
、
指
導
の
準
備
に
集
中
し
ま
し
た
。
教
科
書
を
自
ら
編
集
し
、
中
国

人
教
師
用
の
指
導
書
ま
で
も
作
成
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
人
生
初
の
経
験
で

し
た
。
学
生
や
若
手
教
師
と
の
交
流
が
楽
し
く
て
、
予
定
を
2
年
超
え
て
滞

在
し
ま
し
た
が
、
毎
日
が
新
鮮
で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
多
分
リ
タ
イ
ア
生

活
の
中
で
の
仕
事
の
た
め
、
心
に
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

終
わ
り
の
な
い
夏
休
み

藤
枝
市
　
山
崎
道
生

帰
国
し
て
か
ら
は
テ
ニ
ス
、
登
山
、
旅
行
、
パ
ソ
コ
ン
に
明
け
暮
れ
る
日
々

で
し
た
。
し
か
し
、
1
年
も
経
つ
と
そ
れ
ら
は
日
常
的
に
な
り
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
市
の
国
際
友
好
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
も
係
わ
り
ま
し
た

が
、
燃
焼
し
た
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
民
生
委
員
と
な
り
、
地
域
と
の
係
わ
り
が
深
ま
っ
て

か
ら
で
す
。
地
域
も
高
齢
化
が
加
速
し
、
高
齢
者
世
帯
は
も
と
よ
り
独
居
高

齢
者
も
か
な
り
い
て
、
巡
回
訪
問
の
合
間
に
病
院
へ
送
迎
し
た
り
、
福
祉
施

設
へ
の
入
所
申
請
に
同
行
し
た
り
、
障
害
者
手
帳
の
申
請
で
市
と
折
衝
し
た

り
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
入
院
や
施
設
入
所
時
の
身
元
保
証
ま
で
背
負
い

込
む
と
な
る
と
個
人
と
し
て
の
限
界
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
名
古
屋
の
N
P
O
法
人「
き
ず
な
の
会
」の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
を
会
員
と
し
て
、
24
時
間
態
勢
で
、
身
元

保
証
や
入
院
、
手
術
の
付
き
添
い
、
葬
儀
、
納
骨
ま
で
家
族
に
代
わ
っ
て
行
っ

て
い
る
の
で
す
。

「
よ
し
こ
れ
だ
、
静
岡
に
も
こ
の
活
動
が
絶
対
必
要
だ
」、
思
い
立
つ
と
気

に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
の
世
界
し
か
知
ら
な
い
自
分
に
や
れ

る
能
力
が
有
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
テ
ニ
ス
や
登
山
を
止
め
れ
ば
暇
と

体
力
だ
け
は
あ
り
ま
す
。
躊
躇
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
頭
の
中
で
考
え
て
い

る
だ
け
で
は
先
に
進
み
ま
せ
ん
。
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
こ
と
へ
の
挑
戦
、

私
は
思
い
切
っ
て
リ
タ
イ
ア
生
活
を
変
え
る
覚
悟
を
し
ま
し
た
。

1
年
か
け
て
関
係
先
に
粘
り
強
く
交
渉
し
、
壁
に
跳
ね
返
さ
れ
な
が
ら
も

一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
。
準
備
を
進
め
、
行
政
や
地
域
の
方
の
多
く
の
協
力
を

得
て
2
0
0
9
年
1
月
に
「
き
ず
な
の
会
静
岡
事
務
所
」
を
開
設
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

第
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そ
れ
か
ら
4
年
、
早
朝
の
緊
急
呼
び
出
し
で
家
に
駆
け
つ
け
脳
血
栓
で
倒
れ

た
会
員
を
救
急
車
で
入
院
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
癌
を
患
う
高
齢
者
を
入

院
さ
せ
手
術
に
立
ち
会
っ
た
り
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
会
員
の
転
居
の
身

元
保
証
や
引
越
し
の
世
話
な
ど
し
た
り
し
ま
し
た
。
既
に
7
人
の
方
が
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
が
全
て
喪
主
と
し
て
、
手
厚
く
お
送
り
し
ま
し
た
。

葬
儀
や
納
骨
に
も
心
配
が
要
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
っ
と
す
る
人
達
が

多
い
で
す
。
い
ず
れ
も
子
供
や
、
兄
弟
な
ど
を
頼
れ
な
い
、
ま
た
は
頼
り
た

く
な
い
と
言
う
人
々
で
す
。
N
H
K
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が

何
度
も
特
集
番
組
で
報
道
し
た
こ
と
に
も
よ
り
、
活
動
は
地
域
に
浸
透
し
、

会
員
は
既
に
想
定
も
し
な
か
っ
た
1
3
0
～
1
4
0
人
を
超
え
る
大
き
な
組

織
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
4
年
間
の
充
実
感
は
格
別
で
し
た
。
高
齢
の
私
が
高
齢
者
を
支
援

す
る
、
そ
の
こ
と
に
全
く
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
面
談
な
ど
で
人
生

の
苦
し
さ
、
機
微
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
未
知
の
福
祉
の
世
界
で
し
た
が
、
日
を
重
ね
る
う
ち
に
、
福
祉

施
設
情
報
、
関
係
の
法
令
、
生
活
保
護
法
や
埋
葬
法
の
内
容
ま
で
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
リ
タ
イ
ア
生
活
つ
ま
り
「
夏
休
み
」
は
「
無
か
ら
有
」
を
生
み
出
し

た
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
自
分
を
生
み
出
し
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

概
し
て
人
は
み
な
誰
で
も
思
い
、
考
え
る
こ
と
は
良
く
し
ま
す
。
そ
の
能

力
で
は
人
に
大
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。
行
動
す
る
か
否
か
で
差
が
出
る
の
で
す
。

そ
の
行
動
を
生
み
出
し
持
続
す
る
に
は
体
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
そ
の
体

力
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
も
ご
ら
ん
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
の
障
害
者
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

水
泳
と
か
車
椅
子
レ
ー
ス
で
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
手
と
か
足
に
ダ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
て
も
体
の
根
幹
と
い
う
べ
き
強
靭
な
体
幹
か
ら
信
じ
ら
れ
な
い
体
力
が

生
み
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
い
う
ち
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
美
を
求
め
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
が
、
そ

れ
よ
り
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
幹
を
鍛
え
て
体
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
の
方

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
誰
に
も
や
が
て
来
る
夏
休
み
の
中
で
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
行
動
に
移
し
、
そ
し
て
実
現
し
、
日
々
を
充
実
し
て
暮

ら
す
た
め
の
大
き
な
礎
に
な
る
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

私
の
「
夏
休
み
」
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

高齢者
フォーラム主催

きずなの会静岡
メンバーズサロン
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私
は
体
験
を
交
え
て
「
余
生
」
を
社
会
と
関
わ
る
「
世
生
」
に
す
る
お
話

を
し
ま
す
。

3
年
前
の
秋
、
東
京
の
友
人
ご
夫
妻
か
ら
「
故
郷
に
越
し
た
の
で
遊
び
に
来

な
い
か
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
出
掛
け
て
半
年
後
に
東
日
本
大
震
災
。
私
た
ち

が
逗
留
し
た
の
は
岩
手
県
の
小
さ
な
漁
師
町
、
大
槌
町
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
縁

の
な
い
土
地
で
し
た
が
祭
り
に
多
く
の
老
若
男
女
と
触
れ
合
っ
た
の
で
リ
ア
ス

式
の
風
光
明
美
な
町
が
津
波
で
壊
滅
す
る
T
V
映
像
は
衝
撃
で
し
た
。

ひ
と
月
ほ
ど
経
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
、
案
じ
て
い
た
ご
夫
妻
か
ら
電
話
。

開
口
一
番「
す
べ
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
」。ご
夫
妻
は
辛
う
じ
て
難
を
逃
れ
、

仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
も
の
の
宵
宮
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
甥
ご
夫
婦
は
甥

だ
け
助
か
り
、
新
妻
と
母
親
は
目
前
で
津
波
の
中
へ
消
え
て
い
っ
た
と
の
話
。

甥
ご
夫
婦
と
は
桜
の
頃
、
熱
海
に
招
く
と
約
束
し
て
い
た
の
で
言
葉
を
失
い

ま
し
た
。

「
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
」。
震
災
直
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
腰
痛
を
患
う
身
で
被
災
地
へ
行
っ
て
も
足

手
纏
い
に
な
る
だ
け
。
T
V
を
た
だ
見
続
け
、
深
い
無
力
感
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
の
で
素
直
に
尋
ね
ま
し
た
。

「
余
生
」
を
「
世
生
」
に熱

海
市
　
吉
田
　
博

「
熱
海
の
温
泉
で
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」。
こ
の
予
想
外
の
ひ
と
言
で
悶
々

と
し
た
気
持
ち
は
消
え
、「
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
る
」
と
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ご
夫
妻
の
吐
露
す
る
胸
中
に
少
し
で
も
寄
り
添
え
る

よ
う
に
傾
聴
し
続
け
ま
し
た
。

ご
夫
妻
は
逆
境
に
め
げ
ず
に
奮
起
し
て
N
P
O
法
人
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

町
の
復
興
に
か
け
る
そ
の
熱
意
に
う
た
れ
協
力
す
る
一
方
、
独
自
の
活
動
と

し
て
友
人
ら
に
蔵
書
の
提
供
を
呼
び
か
け
、
被
災
地
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

私
の
趣
味
は
ウ
ク
レ
レ
で
す
が
「
ス
ー
パ
ー
ウ
ク
レ
レ
チ
ー
ム
」
の
メ
ン
バ
ー

と
参
加
し
た
「
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど
の
被
災
地
支
援
ラ
イ
ブ

は
多
く
の
協
賛
を
得
ま
し
た
。

活
動
で
関
心
を
抱
い
た
の
は
海
外
か
ら
の
援
助
の
中
で
台
湾
の
支
援
が
突

出
し
て
い
る
事
実
で
す
。
台
湾
の
平
均
年
収
は
約
1
5
0
万
円
。
日
本
の
3

分
の
1
程
で
す
が
義
捐
金
は
2
0
0
億
円
を
超
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
に
す

ぐ
届
け
ら
れ
、
ご
夫
妻
か
ら
も
「
あ
の
時
は
救
わ
れ
た
」
と
聴
か
さ
れ
ま
し

た
が
国
は
諸
般
の
事
情
で
公
的
に
謝
辞
を
述
べ
て
い
な
い
と
報
道
で
知
り
ま

し
た
。
多
く
の
目
は
と
か
く
被
災
地
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
震
災
か
ら

一
年
を
迎
え
る
頃
か
ら
支
援
の
謝
意
を
〝
草
の
根
交
流
〟
で
伝
え
ら
れ
な
い

か
と
の
思
い
が
日
増
し
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

台
湾
を
ロ
ー
カ
ル
バ
ス
と
普
通
列
車
で
一
巡
す
れ
ば
き
っ
と
多
く
の
人
に

誠
意
が
伝
わ
る
は
ず
。
少
し
不
安
も
あ
り
友
人
ら
に
話
す
と
「
古
稀
を
迎
え

る
オ
ジ
ン
が
ひ
と
り
で
か
・
・
・
。
初
訪
問
で
、
よ
う
や
る
よ
」。
反
応
は
概

ね
冷
や
や
か
で
し
た
が
意
を
決
し
て
関
係
先
に
相
談
し
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
喜
び
ま
す
よ
」
と
横
浜
の
中
華
街
に
あ
る
華
僑
總
会
か
ら
は

早
速
、
台
湾
の
旗
と
謝
辞
の
翻
訳
文
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
感
謝
。
日
本

大
震
災
巨
大
支
援
。
末
永
い
親
善
を
望
む
友
好
之
旅
」。
こ
の
言
葉
と
両
国
の
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ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
て
昨
年
2
月
初
め
に
20
日
間
の
旅
へ
。
各
地
の
反
響
は

予
想
以
上
、
日
め
く
り
で
ド
ラ
マ
が
展
開
し
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
尽
き
ま
せ
ん
。

特
に
好
意
的
な
の
は
若
者
で
す
。
歩
い
て
い
た
り
、
車
中
で
は
笑
顔
で
V

サ
イ
ン
を
示
す
、
女
学
生
グ
ル
ー
プ
は
「
一
緒
に
写
真
を
」
と
駆
け
寄
っ
て

く
る
。
道
に
迷
う
と
車
に
乗
せ
て
く
れ
る
。
観
光
案
内
の
ス
タ
ッ
フ
は
宿
へ

同
行
し
値
引
き
交
渉
を
始
め
る
。
武
術
太
極
拳
の
稽
古
に
誘
わ
れ
合
気
道
を

披
露
し
武
道
談
義
に
花
が
咲
く
。
長
距
離
バ
ス
の
運
転
手
は
助
手
席
に
導
き

「
バ
ナ
ナ
を
食
べ
ろ
、
煙
草
を
吸
う
か
」
と
気
遣
い
、
私
を
乗
客
に
紹
介
す
る

と
一
斉
に
拍
手
。
仮
眠
す
る
と
「
退
屈
な
ら
運
転
す
る
か
」。
流
石
に
こ
れ
は

断
り
ま
し
た
が
・
・
・
。
日
本
語
教
育
を
受
け
た
年
配
者
も
「
よ
く
来
て
く

れ
た
。
以
前
、台
湾
が
被
災
し
た
際
は
助
け
ら
れ
た
。
苦
し
い
時
は
お
互
い
様
」

と
瞳
を
潤
ま
せ
春
節
（
旧
正
月
）
の
宴
席
に
誘
っ
て
く
れ
る
。
1
日
ひ
と
言

ず
つ
覚
え
た
単
語
と
筆
談
、
片
言
の
英
語
を
交
え
「
オ
ン
セ
ン
、
フ
ジ
ヤ
マ

が
ア
ナ
タ
を
待
っ
て
い
る
」
と
熱
海
・
静
岡
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
絵
は

が
き
を
渡
し
て
の
交
流
は
鈍
っ
た
脳
を
刺
激
し
、全
身
の
細
胞
が
日
毎
に
蘇
っ

て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
初
め
て
の
体
験
で
学
ん
だ
の
は
「
余
生
」
を
「
世
生
」
に
す
る
プ

ラ
ス
思
考
で
す
。「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に
歳
は
関
係
な
い
」（
96
歳
の

シ
ス
タ
ー 

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ボ
ッ
セ
さ
ん
）
と
の
箴
言
は
萎
え
る
心
の
糧
に
な
り

ま
す
。
貝
原
益
軒
は
「
老
後
は
一
日
を
十
日
と
考
え
、
千
金
の
値
で
過
ご
せ
」

と
諭
し
て
い
ま
す
。　

言
葉
は
言
霊
。
自
分
を
鼓
舞
す
る
に
は
「
か
ら
」
を
「
て
も
」
に
言
い
換

え
て
み
る
。
例
え
ば
「
も
う
歳
だ
か
ら
」「
身
体
が
弱
い
か
ら
」
を
「
歳
は
と
っ

て
も
」「
身
体
が
弱
く
て
も
」
と
表
現
す
る
だ
け
で
心
は
軽
や
か
に
な
り
ま
す
。

長
寿
社
会
の
い
ま
60
、
70
は
ハ
ナ
垂
れ
小
僧
と
か
。
そ
れ
な
ら
な
お
自
身
に

言
い
訳
を
作
ら
ず
、
少
々
や
ん
ち
ゃ
気
分
に
浸
り
、
心
に
浮
か
ん
だ
思
い
を

大
切
に
し
て
み
る
。
現
役
を
退
い
た
第
二
の
人
生
は
こ
れ
ま
で
の
し
が
ら
み

か
ら
解
放
さ
れ
る
好
機
と
捉
え
、
柔
軟
な
発
想
で
社
会
と
の
関
わ
り
に
興
味

を
持
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
と
好
奇
心
で
そ
の

思
い
に
向
か
え
ば
き
っ
と
「
世
生
」
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
生
き
が
い
が
見

つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
挑
戦
し
て
体
得
す
る
喜
び
は
よ
り
心
豊
か
に
人
生
を

過
ご
す
ス
パ
イ
ス
に
も
な
る
は
ず
で
す
。
成
否
の
結
果
は
二
の
次
に
し
て
、

今
日
か
ら
あ
な
た
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
「
世
生
」
を
追
求
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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60
歳
か
ら
挑
戦
し
た
中
国
語
の
習
得
と
私
流
の
日
中
友
好
交
流
活
動
を
振

り
返
り
、
今
後
の
更
な
る
取
り
組
み
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
は
60
歳
で
定
年
退
職
す
る
と
決
め
、
後
半
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
は
今
後
の
具
体
的
な

生
き
方
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
時
、
約
40
年
前
の
大
学
の
親
友
か
ら
珍
し
く
便
り
を
も
ら
い
ま
し
た
。

彼
は
長
年
の
東
京
暮
ら
し
を
や
め
て
沖
縄
で
生
活
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う

内
容
で
し
た
。
彼
は
卒
業
後
米
国
に
留
学
し
演
劇
を
学
ぶ
と
張
り
切
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
留
学
の
話
を
聞
い
て
、
実
に
羨
ま
し
く
思
い
、
何
時
か
留
学

し
て
み
た
い
と
強
く
憧
れ
ま
し
た
。
彼
の
便
り
を
見
て
、
あ
の
時
の
思
い
が

再
び
蘇
り
、「
そ
う
だ
」
退
職
後
は
留
学
し
よ
う
と
閃
き
、
眼
前
が
急
に
明
る

く
な
り
ま
し
た
。
会
社
の
旅
行
で
香
港
、
広
州
へ
行
き
ま
し
た
。
広
州
の

市
街
を
観
光
し
た
第
一
印
象
は
、
中
国
は
多
様
で
面
白
そ
う
だ
と
直
感
し
、

何
時
か
自
分
の
足
で
自
在
に
旅
行
し
て
み
た
い
と
夢
を
抱
き
ま
し
た
。
留
学

と
中
国
を
自
在
に
旅
行
す
る
二
つ
の
思
い
を
合
わ
せ
て
、
中
国
に
留
学
し
て

先
ず
中
国
語
を
習
得
し
よ
う
と
明
確
な
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

65
歳
で
、
勇
躍
上
海
の
語
学
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
念
願
の
留
学
が
叶

熟
年
の
挑
戦
と
生
き
が
い

静
岡
市
清
水
区
　
大
石
瑤
一

い
感
無
量
で
す
。
学
校
の
授
業
は
全
て
中
国
語
で
す
。
最
初
か
ら
教
師
、
同

窓
生
の
話
を
聞
き
取
る
事
も
、
話
す
事
も
殆
ど
出
来
ま
せ
ん
。
同
窓
生
は
世

界
各
国
か
ら
来
た
20
歳
前
後
の
若
者
で
、
吸
収
力
も
適
応
力
も
あ
り
、
将
来

中
国
語
で
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
習
得
速
度
が

速
い
の
で
す
。
こ
ん
な
状
況
と
自
分
の
力
を
比
べ
て
、
全
く
情
け
な
い
気
持

ち
に
な
り
、留
学
の
喜
び
は
一
転
憂
鬱
な
気
分
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。し
か
し
、

彼
ら
は
若
い
し
、
生
き
方
も
違
う
か
ら
、
私
な
り
の
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張
ろ

う
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
。
し
だ
い
に
学
校
生
活
に
も
慣
れ
、
誰
と

も
簡
単
な
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
も
付
い
て
き
ま
し
た
。
一
人

で
中
国
各
地
を
旅
行
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
、
今
日
に
至
る

ま
で
も
中
国
語
の
学
習
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
中
国
語
を
習
得
す
る
こ
と
が
目
標
で
し
た
が
、
し
だ
い
に
何
か

物
足
り
な
さ
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。
習
得
し
た
中
国
語
を
活
用
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
日
中
友
好
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
、
自
分
の
生
き
が
い
に

な
り
、
又
お
互
い
の
喜
び
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
内
、
思
い
が
け
な
い
縁
に
恵
ま
れ
、
中
国
の
あ
る
学
校
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
日
本
語
を
教
え
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
中
国

で
日
本
語
を
教
え
た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
二
つ
返
事
で
承
知

し
ま
し
た
。
行
っ
た
所
は
看
護
専
門
学
校
で
す
。
授
業
は
五
十
音
の
繰
り

返
し
、
簡
単
な
会
話
や
単
語
か
ら
教
え
ま
し
た
。
授
業
が
単
調
に
な
ら
な

い
よ
う
、
日
本
の
歌
『
さ
く
ら
』『
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
』『
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
』
等
を
何
回
も
歌
っ
て
教
え
ま
し
た
。
こ
の
試
み
は
大
好

評
で
、
学
生
は
喜
ん
で
、
上
手
に
歌
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
で

自
分
が
教
え
た
日
本
の
歌
を
、
中
国
の
学
生
が
歌
う
の
を
聞
く
の
も
感
慨

無
量
で
す
。
こ
の
学
校
に
は
付
属
幼
稚
園
が
あ
り
、
園
児
に
も
日
本
語
を
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教
え
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
い
子
供
達
に
、

ど
の
よ
う
に
日
本
語
を
教
え
た
ら
よ
い
か
戸
惑
い
ま
し
た
。
結
局
、
子
供

に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
日
本
語
に
触
れ
る
機
会
を

作
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
こ
の
為
に
子
供
に
興
味
の
あ
る
物
を
数
十
枚
も

絵
に
描
い
て
、
日
本
名
を
教
え
た
り
、
挨
拶
を
教
え
た
り
、
日
本
の
歌
を

一
緒
に
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。
子
供
の
日
に
は
、
幼
稚
園
の
広
場
で
色
々

な
遊
戯
を
大
勢
の
家
族
の
前
で
披
露
し
ま
す
。
私
が
教
え
た
ク
ラ
ス
も『
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
』
を
歌
い
、
多
く
の
家
族
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受

け
、
大
成
功
で
し
た
。
又
、
私
は
毎
朝
公
園
に
行
き
、
太
極
拳
を
習
っ
て

い
ま
し
た
。
太
極
拳
の
先
生
は
日
本
語
に
興
味
が
あ
り
、
日
本
語
を
教
え

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
先
生
と
練
習
生
に
挨
拶
や
簡
単
な
言
葉
を
教
え
ま

し
た
。
し
だ
い
に
公
園
の
一
角
は
日
本
語
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
、
皆
初
め

て
口
に
す
る
日
本
語
に
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
図
ら
ず

も
私
流
の
日
中
友
好
の
交
流
が
様
々
に
実
現
で
き
て
、
心
か
ら
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

今
、
中
国
人
の
主
婦
や
医
師
に
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
日
本

の
文
化
、
習
慣
、
考
え
方
等
を
理
解
す
る
一
助
に
な
れ
た
ら
、
実
に
意
義
深

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
通
訳
を
し
て
い
ま
す
。
中
国
物
産
展
、
博
覧

会
で
、
又
、
病
院
で
中
国
人
家
族
と
看
護
師
の
間
に
立
っ
て
通
訳
を
し
ま
す
。

時
に
は
、中
国
人
研
修
生
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、忘
年
会
で
騒
い
だ
り
、

春
節
に
は
餃
子
を
作
っ
た
り
、
楽
し
い
一
時
も
あ
り
ま
す
。
私
流
の
友
好
交

流
の
輪
が
次
々
広
が
り
、
心
か
ら
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
中

国
語
を
曲
が
り
な
り
に
も
習
得
し
た
お
蔭
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
、
中
国
語
能
力
を
更
に
高
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
徹
し
、

通
訳
を
し
た
り
、
日
本
語
を
教
え
た
り
、
相
互
理
解
の
交
流
を
一
層
促
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
私
の
後
半
生
の
大
き
な
生
き
が
い
で

あ
り
、
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
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雲
の
間
か
ら
金
色
に
輝
く
朝
の
光
が
射
し
こ
ん
で
来
ま
す
。
朝
早
く
、
歩

い
て
近
く
の
体
験
農
園
に
向
か
い
ま
す
。
子
供
達
が
家
族
と
一
緒
に
植
え
た

野
菜
が
今
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
た
わ
ん
ぱ
く
農
業
体
験
園
で
す
。
こ
の
農
園
で

1
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
実
習
と
交
流
と
絆
を
育
み
、
千
人
を
超
す
子
供
達
が
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
13
年
6
月
「
汗
を
流
し
、
協
働
し
て
土
と
心
耕
そ
う
」
を
合
言
葉
に

公
民
館
の
学
習
講
座
、
親
子
農
業
体
験
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
子
供

達
が
一
年
間
の
農
業
体
験
を
通
し
て
、
農
業
の
大
切
さ
や
苦
労
を
身
を
も
っ

て
学
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。
地
元
農
家
の
人
達
や
多
く
の

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
収
穫
の
喜
び
や
苦
労
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
と
感
謝

の
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
支
え
て
い
る
の
が
御
前
崎
わ
ん
ぱ
く
農
業
体
験
推
進
協
議
会

で
す
。
曽
根
紀
久
雄
会
長
を
は
じ
め
地
元
農
家
の
人
達
や
公
民
館
等
の
協
力

を
い
た
だ
き
年
間
13
講
座
を
開
設
、
今
年
も
70
人
の
家
族
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
年
間
活
動
の
概
要
は
、
春
に
夏
野
菜
を
植
え
、
さ
つ
ま
芋
植
付
け
、

子
供
の
心
に
ふ
る
さ
と
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
ろ
う

御
前
崎
市
　
曽
根
竹
男

10
月
芋
掘
り
、
11
月
市
産
業
ま
つ
り
に
参
加
し
、
芋
切
り
干
作
り
体
験
等
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
黒
糖
づ
く
り
や
味
噌
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

又
、
施
設
見
学
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
郷
土
の
偉
人
、
い
も
じ
い
さ
ん

や
切
り
干
し
じ
い
さ
ん
の
お
話
し
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
保
育
園
、
幼
稚
園
、
公
民
館
の
幼
児
学
習
グ
ル
ー
プ
や
老
人
福
祉

施
設
の
い
も
植
え
、
収
穫
も
行
な
っ
て
来
ま
し
た
。

体
験
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
74
才
を
筆
頭
に
全
員
が
熟
年
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

活
動
を
通
し
て
の
感
想
は
、
何
を
お
い
て
も
、
子
供
達
が
好
き
嫌
い
が
無

く
な
っ
た
、
少
な
く
な
っ
た
と
の
言
葉
が
一
番
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
一
つ
作
る
の
に
鳥
害
や
早
魃
、
害
虫
の
駆
除
と
子
供

達
が
身
を
も
っ
て
知
っ
て
こ
そ
、
食
育
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
、
子
供
達
に
一
番
必
要
な
事
は
理
論
や
知
識
だ
け
で
な
く
、
体
験
を
通

し
て
ふ
る
さ
と
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
に
感
謝
し
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
と
す
る

心
で
す
。

第
13
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会  

は
つ
ら
つ
賞
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御
前
崎
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
静
岡
県
最
南
端
の
岬
で
す
。
強
い
季
節

風
と
荒
海
の
遠
州
灘
、
岩
礁
も
多
く
灯
台
沖
で
は
多
く
の
船
が
座
礁
し
難
破

し
て
来
ま
し
た
。
砂
地
地
帯
の
農
業
は
飛
砂
防
止
や
早
魃
に
大
変
苦
労
い
た

し
ま
す
。
命
懸
け
で
新
し
い
漁
場
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
漁
師
の
人
達
と
何
糞

精
神
、
こ
こ
に
は
何
処
に
も
負
け
な
い
伝
統
と
文
化
が
あ
り
ま
す
。
厳
し
い

自
然
環
境
の
中
で
、
力
を
合
わ
せ
、
自
然
と
闘
い
、
限
り
な
い
栄
光
と
発
展

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
先
人
、
先
輩
の
人
達
の
意
気
込
み
と
努
力
を
私
達
熟

年
が
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
達
わ
ん
ぱ
く
農
業
体
験
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
他
、
昔
遠
州

灘
で
行
わ
れ
た
伝
統
和
船
を
復
元
し
、
平
成
18
年
伝
統
和
船
保
存
会
を
結
成
、

毎
年
夏
休
み
を
中
心
に
子
供
達
の
櫓
こ
ぎ
体
験
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

又
ふ
る
さ
と
再
発
見
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
環
と
し
て
三
年
間
に
亘

り
、
郷
土
の
偉
人
、
切
り
干
し
い
も
普
及
の
先
覚
者
、
加
藤
円
十
翁
、
明
治

の
開
墾
に
尽
く
し
た
村
上
政
忠
を
地
区
セ
ン
タ
ー
で
上
演
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

子
供
の
心
に
ふ
る
さ
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
、
心
豊
か
で
逞
し
い

青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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今
年
は
私
た
ち
の
施
設
「
静
岡
光
の
家
」
を
創
立
し
て
45
周
年
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
私
が
36
歳
の
春
、
富
士
市
の
あ
る
高
校
生
が
視
力
減
退
で
就

職
で
き
な
く
な
り
、
悲
観
し
て
自
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
ラ
ジ
オ
で
聞
き
、

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
17
歳
で
全
盲

者
と
な
り
、
住
み
慣
れ
た
家
の
中
で
す
ら
思
う
よ
う
に
歩
け
な
く
な
り
、
随

分
悩
み
抜
い
て
き
た
か
ら
で
す
。
盲
学
校
で
点
字
を
学
び
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
の
免
許
を
取
得
し
、
何
と
か
自
立
の
道
も
開
け
、
狭
い
な
が
ら
も
楽
し

い
家
庭
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

前
々
か
ら
教
会
の
仲
間
と
福
祉
問
題
の
研
究
会
を
行
っ
て
き
た
関
係
上
、

昭
和
42
年
6
月
24
日
、
拙
宅
で
第
1
回
の
理
事
会
を
開
催
、
盲
人
福
祉
施
設

「
静
岡
光
の
家
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
翌
43
年
6
月
に
は
第
2
種
社
会

福
祉
施
設
設
立
を
県
か
ら
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
友
人
た
ち
と
中
途
失
明
の
リ
ハ
ビ
リ
、
生
活
訓
練
、
社
会
参
加
の
支

援
と
懸
命
に
務
め
ま
し
た
。
ス
モ
ン
や
ベ
ェ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
と
い
う
難
病
団

体
の
結
成
、
み
ん
な
で
住
み
よ
く
す
る
会
（
2
0
0
人
位
の
市
民
グ
ル
ー
プ
）

の
運
動
で
、静
岡
市
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
敷
設
さ
れ
、役
所
サ
ー
ビ
ス
も
向
上
、

さ
ら
に
は
身
体
障
害
者
手
帳
提
示
で
バ
ス
料
金
軽
減
な
ど
全
国
に
先
駆
け
て

若
年
寄
夢
路
遥
か

静
岡
市
　
多
々
良
友
彦

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
点
字
書
の
貸
し
出
し
、
音
訳
書
の
作
成
等
、

成
果
を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
古
い
民
家
を
入
手
し
て
の
施
設
で
、
20
年
ほ
ど
す
る
と
安
全
性

の
問
題
か
ら
や
む
な
く
解
体
を
迫
ら
れ
、
施
設
存
続
の
危
機
を
迎
え
ま
し
た
。

悩
み
に
悩
ん
だ
末
、初
老
の
身
を
顧
み
ず
、元
利
1
億
円
の「
借
金
コ
ン
ク
リ
ー

ト
」
3
階
を
建
設
、
静
岡
県
の
済
生
会
か
ら
生
活
訓
練
ホ
ー
ム
を
認
め
ら
れ
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、静
岡
、浜
松
の
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
講
師
と
し
て
出
張
す
る
身
と
な
り
、

中
途
視
覚
障
害
者
の
盲
学
校
進
学
の
お
手
伝
い
を
30
数
年
に
渡
り
務
め
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
時
は
絶
望
を
感
じ
る
方
々
が
多
い
の
で
す
が
、
現
に

中
途
失
明
の
私
が
、
ど
う
に
か
自
立
で
き
て
い
る
こ
と
に
も
励
み
を
感
じ
て

く
だ
さ
り
、
70
余
名
の
方
々
が
点
字
を
学
び
、
鍼
灸
師
の
資
格
を
取
る
た
め

に
盲
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
高
校
教
諭
だ
っ
た
方

で
盲
学
校
教
師
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ま
す
。
い
わ
ば
、教
え
子
み
た
い
な
方
々

も
親
し
い
仲
間
と
な
り
、
長
年
の
友
愛
を
私
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
生
と

い
わ
れ
な
く
て
も
よ
い
、
私
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
い
つ
も
勉
強

を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
視
覚
障
害
者
の
執
行
理
事
と
し
て
、
連
合
会
や
ほ
か
の
施
設
の
理

事
者
と
し
て
お
と
な
し
く
過
ご
し
て
い
ら
れ
な
い
毎
日
で
す
。
施
設
を
始
め

て
か
ら
こ
れ
ま
で
に
寝
不
足
・
過
労
の
た
め
16
回
も
失
神
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
C
T
・
M
R
I
・
古
田
検
査
で
も
異
常
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

熟
年
に
な
っ
て
も
休
ん
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、天
の
神
様
が
急
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
、
今
も
ど
う
や
ら
歩
き
続
け
て
い
ら
れ
る

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
熟
年
期
も
高
く
な
り
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

を
心
が
け
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
施
設
や
団
体
の
こ
と
か
ら
、
年
中
無
休

第
13
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会  

は
つ
ら
つ
賞
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の
「
つ
く
つ
く
奉
仕
」、「
と
っ
ち
ゃ
ん
坊
や
の
お
手
伝
い
さ
ん
」
の
胸
看
板

を
押
し
出
し
て
暮
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
自
戒
し
て
い
ま
す
。

長
い
人
生
、
時
に
思
い
が
け
な
い
事
柄
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
わ

け
で
、
こ
の
歳
ま
で
に
楽
し
い
思
い
出
、
辛
い
出
来
事
も
数
々
あ
り
ま
し
た
。

熟
年
期
に
入
っ
て
の
思
い
出
の
一
つ
に
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
盲
目
の
私
を
娘
が
伴
走
し
た
い
と
い
う
希
望
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
娘
は
第
二
子
を
受
胎
し
、
急
遽
娘
婿
が
伴
走
者
と
な

り
ま
し
た
。
67
歳
の
冬
で
す
。
普
段
走
る
こ
と
の
な
い
私
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
ト
ー
チ
に
見
立
て
て
掲
げ
、
部
屋
の
中
で
そ
の
場
駆
け
足
を
し
た
り
、

時
に
は
娘
婿
と
実
際
に
走
っ
た
り
し
な
が
ら
当
日
に
備
え
ま
し
た
。

12
年
前
の
1
月
22
日
の
朝
、
静
岡
市
内
の
南
幹
線
を
第
4
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
走
り
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ま
も
な
く
裏
通
り
か
ら
火
災
発
生
。
大
火

と
な
り
消
防
車
が
行
き
交
う
中
を
警
察
官
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
次
の
ラ
ン

ナ
ー
へ
と
ト
ー
チ
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
幸
い
死
者
、
怪
我
人
も
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
思
い
が
け
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

世
界
市
民
の
一
人
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
で
き
た
思
い
で
大
変
光

栄
で
し
た
。
同
じ
火
災
が
ら
み
で
、
施
設
借
金
の
抵
当
物
件
で
あ
る
私
の
所

有
す
る
貸
家
が
知
的
障
害
者
の
放
火
で
焼
け
て
し
ま
い
、
こ
ち
ら
は
大
き
な

痛
手
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
う
に
か
借
金
返
済
の
め
ど
が
つ
い
て
き

て
い
る
こ
と
は
幸
い
で
す
。

平
成
24
年
10
月
13
日
、
光
の
家
45
周
年
記
念
集
会
を
施
設
利
用
者
、
職
員
、

奉
仕
者
グ
ル
ー
プ
の
世
話
に
も
な
り
な
が
ら
、
楽
し
く
、
盛
大
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
45
年
の
歩
み
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

視
覚
障
害
者
に
希
望
の
灯
火
を
与
え
る
一
助
に
は
な
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
光
の
家
の
事
業
が
さ
ら
に
大
き
な
木
と
な
り
、
実
の
な
る

5
カ
年
計
画
を
期
し
、
新
た
な
活
動
を
切
り
開
い
て
い
け
る
か
が
現
在
の
課

題
で
す
。
中
途
視
覚
障
害
者
の
偉
人
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
言
葉
「
希
望
は
失
望
に

終
わ
る
事
は
な
い
」
を
信
じ
、
仲
間
た
ち
と
共
に
、
希
望
と
輝
く
夢
路
を
歩

き
続
け
よ
う
と
願
っ
て
い
ま
す
。

付
記　平

成
25
年
1
月
、
長
年
私
の
目
と
な
り
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
愛
妻
容
子

が
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
新
た
な
挑
戦
の
始
ま
り
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
謝
を
込
め
て
妻
に
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「静岡光の家」の仲間とともに（タンデム自転車体験）

妻との最後の写真 長野五輪　聖火リレー
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私
の
故
郷
は
空
青
し
山
青
し
海
青
し
と
謳
わ
れ
た
紀
伊
半
島
の
南
端
の
街

で
す
が
、
東
京
や
大
阪
に
出
る
に
は
た
い
へ
ん
難
儀
な
場
所
で
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
私
は
50
歳
ま
で
新
幹
線
に
乗
っ
た
こ
と
が
な
く
、
当
然
な
が
ら
故
郷

に
住
み
着
い
て
一
生
を
終
え
る
つ
も
り
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
50
歳
の
時
、
勤
め
て
い
た
製
紙
工
場
が
工
場
閉
鎖
す
る
こ
と
に

な
り
、
従
業
員
は
退
職
す
る
か
、
転
勤
す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
私
は
考
え

考
え
た
末
に
転
勤
を
選
び
、
妻
と
共
に
静
岡
に
赴
任
し
ま
し
た
。
伊
豆
半
島
を

抱
え
た
静
岡
県
は
故
郷
の
気
候
風
土
と
よ
く
似
て
、
暮
ら
し
や
す
い
所
で
妻
と

も
ど
も
ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
三
交
替
勤
務
だ
っ
た
私
の
仕
事
は
事

務
部
門
に
配
属
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や
電
話
で
の
や
り
と
り
と
な
り
ま
し
た
。

32
年
間
蓄
積
し
た
洋
紙
製
造
技
術
は
全
く
役
に
立
た
ず
、
事
務
の
仕
事
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
職
場
の
人
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
ま
た
言

葉
の
な
ま
り
に
も
冷
や
汗
を
か
き
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
悩
み
は
七
間
町
で
映

画
を
観
た
り
、
県
立
美
術
館
の
ロ
ダ
ン
館
の
地
獄
の
門
の
前
に
佇
ん
で
、
明

日
へ
の
活
力
を
頂
き
、
隣
接
す
る
図
書
館
で
は
真
摯
な
態
度
で
勉
学
に
励
む

若
者
の
姿
に
、
私
も
負
け
ら
れ
な
い
と
奮
い
立
ち
ま
し
た
。

静
岡
で
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で
気
が
つ
け
ば
も

熟
年
パ
ワ
ー
で
全
国
へ

静
岡
市
　
前
山
博
茂

う
60
歳
。
定
年
で
す
。
定
年
を
迎
え
た
転
勤
者
の
ほ
と
ん
ど
は
故
郷
に
帰
っ

て
い
き
、
私
も
そ
の
つ
も
り
で
し
た
が
、
し
か
し
日
本
は
有
り
難
い
こ
と
に

長
寿
の
国
で
す
。
空
青
し
山
青
し
海
青
し
の
故
郷
に
帰
っ
て
も
、
長
い
人
生

の
残
り
を
何
を
生
き
が
い
に
送
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
思
案
し
始
め
ま
し
た
。

故
郷
で
だ
ら
だ
ら
と
日
々
を
過
ご
す
よ
り
は
、そ
う
だ
！
。
文
化
が
発
達
し
、

伊
豆
や
熱
海
と
い
う
格
好
の
小
説
の
舞
台
が
あ
る
静
岡
に
居
着
い
て
、
小
説

を
書
き
た
い
。
そ
の
思
い
が
膨
ら
み
膨
ら
ん
で
、
半
ば
強
引
に
妻
を
説
得
し

て
こ
の
地
に
留
ま
り
ま
し
た
。

60
歳
か
ら
小
説
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
で
、
遥
か
遠
い

目
標
に
も
思
え
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
前
に
進
も
う
と
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、

そ
の
中
に
原
稿
用
紙
、
筆
記
用
具
そ
れ
に
お
に
ぎ
り
2
個
と
少
々
の
お
か
ず

を
妻
に
詰
め
て
貰
い
、
図
書
館
に
通
い
ま
し
た
。

通
い
始
め
て
3
年
間
は
小
説
ば
か
り
読
み
ま
し
た
。
県
立
図
書
館
の
凛
と

し
た
空
気
の
中
で
、
若
者
が
明
日
に
む
か
っ
て
勉
学
し
て
い
る
姿
を
横
目
に
見

な
が
ら
小
説
を
読
め
る
こ
と
は
、
青
春
が
甦
っ
た
よ
う
な
心
地
よ
い
時
間
で
、

こ
の
空
気
に
触
発
さ
れ
た
私
は
書
き
た
く
て
う
ず
う
ず
し
ま
し
た
が
、
3
年

間
は
助
走
期
間
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
小
説
を
読
み
続
け
ま
し
た
。
原

稿
用
紙
は
ま
っ
白
な
ま
ま
で
し
た
が
、
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
入
れ
て
お
く
だ
け

で
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
え
、
や
っ
と
3
年
経
ち
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
で
す
。
不
安
と
恍
惚
の
入
り
混
じ
る
中
で
、
目
標
を
『
伊
豆
文

学
賞
』
一
本
に
絞
り
ま
し
た
。
小
説
を
書
く
と
い
う
原
稿
用
紙
の
枡
目
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
埋
め
て
い
く
地
べ
た
を
這
う
よ
う
な
行
為
は
、
想
像
以
上
に
神

経
を
消
耗
し
、
途
中
で
何
度
も
投
げ
出
し
た
く
な
り
、
ま
た
読
み
返
す
と
何

を
書
い
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ず
に
、
一
か
ら
書
き
直
す
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
締
切
り
一
日
前
に
、『
第
13
回
伊
豆
文
学
賞
』
に
応
募
す
る
こ

第
13
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会  

は
つ
ら
つ
賞
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と
が
出
来
ま
し
た
。

原
稿
用
紙
を
郵
送
し
終
え
る
と
、
ほ
お
ぉ
ぉ
、
と
溜
息
を
つ
き
、
快
い
解

放
感
を
得
て
久
し
ぶ
り
に
、
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
、
を
堪
能
し
ま
し
た
。
結

果
が
き
ま
し
た
。
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。『
残
念
な
が
ら
、
あ
な
た
の
作
品
は

…
…
』
と
の
結
果
で
し
た
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
賞
は
随
筆
、
紀
行
文

含
め
て
2
0
0
編
超
が
鎬
を
削
る
権
威
あ
る
賞
な
の
で
す
。

私
の
よ
う
な
素
人
が
入
選
で
き
る
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
説
を
完
成
さ

せ
、
投
稿
で
き
た
こ
と
の
高
揚
感
か
ら
次
回
も
応
募
し
よ
う
と
決
め
て
、
今

ま
で
以
上
に
図
書
館
に
通
い
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
第
14
回
に
も
応
募
し
、
結
果
は
最
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
う

れ
し
く
て
天
に
も
昇
る
気
持
ち
で
し
た
が
、
表
彰
式
当
日
、
選
者
の
ひ
と
り
で

あ
る
嵐
山
光
三
郎
先
生
が
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
ひ
と
言
が
胸
を
突
き
ま
し
た
。

「
伊
豆
文
学
賞
受
賞
者
は
、
そ
の
後
全
国
に
出
て
い
な
い
ん
だ
よ
ね
」
と
。

私
は
そ
の
言
葉
に
ム
ラ
ム
ラ
と
き
ま
し
た
。
熟
女
に
ム
ラ
ム
ラ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
こ
で
満
足
し
て
は
だ
め
だ
。
全
国
が
あ
る
。
と
先
生
に
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
出
発
が
遅
か
っ
た
の
で
、
題
材
の
引
き
出
し
は
ま

だ
残
っ
て
い
ま
す
。
全
国
を
目
指
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
よ
う
に
指
に
鉛
筆
瘤
を
つ
く
り
、
熟
年
パ
ワ
ー
を
楽
し
み
苦

し
み
な
が
ら
、
先
生
の
ひ
と
言
に
奮
い
立
っ
て
、
半
年
後
に
は
全
国
レ
ベ
ル

の
新
人
賞
に
応
募
し
ま
し
た
が
、
残
念
で
し
た
。
一
次
も
通
過
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
も
し
つ
こ
く
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
静
岡
で
生
き
が
い
を
頂
き
、
静
岡
に
居
着
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。
妻

も
介
護
の
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
絵
手
紙
や
体
操
教
室
に
通
い
、
は
つ
ら
つ

と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
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ペ
ン
書
道
と
の
出
会
い

私
は
高
校
3
年
の
時
、
島
田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ペ
ン
書
道
講
座
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
文
字
に
憧
れ
て
参
加
し
た
の
で
す
が
、

講
師
の
素
晴
ら
し
い
文
字
に
す
っ
か
り
惚
れ
込
み
、
即
講
師
の
先
生
が
所
属

す
る
協
会
に
入
会
し
、
毎
日
寝
る
の
も
惜
し
ん
で
書
き
ま
く
り
ま
し
た
。

そ
し
て
結
婚
し
た
時
、
止
め
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
主
人
の
「
折
角
こ

こ
ま
で
や
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
続
け
ろ
よ
、俺
も
や
る
か
ら
教
え
て
く
れ
よ
」。

の
一
言
で
共
働
き
を
し
な
が
ら
2
人
で
続
け
、
短
い
期
間
で
師
範
免
許
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
供
が
生
ま
れ
、
子
育
て
、
共
働
き
と
大
変
で
し
た
が
、
お
互

い
を
競
争
相
手
に
し
て
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
「
ペ
ン
書
道
」

に
続
い
て
、「
書
道
」
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
さ
な
子
供
を
お

ん
ぶ
し
な
が
ら
、
軽
の
車
で
2
人
で
横
浜
の
先
生
の
所
ま
で
教
え
て
い
た
だ

き
に
行
っ
た
り
、
東
京
の
本
部
へ
も
何
回
も
出
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

ち
ら
も
2
人
揃
っ
て
師
範
免
許
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他ひ

と人
の
喜
び
は
私
の
い
き
が
い

島
田
市
　
宮
地
文
子

書
道
教
室
の
開
始

子
供
が
幼
稚
園
に
な
っ
た
時
、
同
級
生
の
親
か
ら
「
書
道
を
習
わ
せ
た
い

が
近
く
に
塾
が
無
い
し
、
あ
な
た
書
道
を
教
え
て
よ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
お
断
り
し
ま
し
た
が
、
実
家
の
父
に
話
す
と
、
父
は
「
お
前
も
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
て
今
日
ま
で
来
た
ん
だ
、
他
人
は
そ
の
人
が
出
来
な
い
事
は

頼
ん
で
こ
な
い
よ
、
他
人
の
為
に
な
る
こ
と
は
気
持
ち
よ
く
受
け
な
さ
い
。

自
分
の
勉
強
に
も
な
る
か
ら
」
と
、
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
素

直
に
納
得
し
、
書
道
を
教
え
る
事
に
し
ま
し
た
。

友
達
の
子
供
達
7
人
に
教
え
始
め
た
の
で
す
が
噂
が
広
が
り
生
徒
は
日
に

日
に
膨
れ
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
1
0
0
人
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
初
は
無
料
で
教
え
た
の
で
す
が
、
本
部
か
ら
「
月
謝
を
貰
っ
て
し
っ
か
り

教
え
な
さ
い
。
教
え
る
方
も
教
え
ら
れ
る
方
も
無
料
だ
と
身
が
入
ら
な
い
か

ら
駄
目
だ
よ
」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

主
人
は
そ
の
頃
大
き
な
会
社
勤
務
で
、
毎
日
朝
早
く
夜
は
遅
く
、
生
ま

れ
た
2
人
目
の
子
供
に
顔
を
覚
え
て
貰
え
な
い
状
態
で
し
た
。
一
方
、
私

は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
の
共
働
き
生
活
で
、
書
道
教
室
と
父
の
介
護
と

大
変
で
し
た
が
、
若
さ
と
周
り
の
人
た
ち
の
愛
と
協
力
に
よ
り
助
け
ら
れ

ま
し
た
。

禅
画
の
道
へ
の
転
機

主
人
が
42
歳
の
時
、
突
然
会
社
を
辞
め
て
書
道
を
本
職
に
し
た
い
と
言

い
出
し
ま
し
た
。
今
ま
で
私
一
人
で
手
掛
け
て
き
た
書
道
教
室
を
主
人
と

は
い
え
、
任
せ
る
の
は
と
て
も
寂
し
い
思
い
で
し
た
が
、
妻
の
私
が
先
に
立
っ

て
い
た
の
で
は
、
と
私
は
助
手
に
徹
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
の
道
へ
と
「
禅
画
」
を
習
い
始
め
た
の
で
す
。
勿
論
、
書
道

第
13
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熟
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ー
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大
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教
室
も
手
伝
い
な
が
ら
禅
画
を
描
き
続
け
ま
し
た
。
禅
画
協
会
の
会
長
に
も

可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
、
最
高
の
肩
書
も
戴
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
発
展

あ
れ
か
ら
40
年
、
主
人
は
書
道
に
専
念
し
、
私
は
禅
画
で
人
の
心
を
慰
め

よ
う
と
、
色
々
な
方
面
に
禅
画
を
使
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
健
康
の
事
、
心
の
事
、
そ
の
他
色
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
禅
画

も
師
範
に
な
っ
た
主
人
と
共
に
人
助
け
を
し
て
き
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
や
病
気
で
落
ち
こ
ん
で
い
る
方
に
元
気
に
な
る
一
言
、「
一

寸
先
は
光
だ
明
日
が
楽
し
み
だ
ね
」
と
か
「
明
日
良
い
こ
と
が
あ
る
と
思
っ

て
ご
ら
ん
、
今
日
が
幸
せ
に
な
る
よ
」
ま
た
、「
あ
な
た
は
大
切
な
人
だ
か
ら

何
時
も
笑
顔
で
い
て
ほ
し
い
」
と
か
、「
い
い
こ
と
が
山
ほ
ど
来
る
」「
図
太

く
行
こ
う
、
負
け
た
ら
駄
目
だ
よ
」、「
す
ぐ
そ
ば
に
あ
な
た
を
守
る
や
さ
し

い
手
」、「
あ
な
た
の
笑
顔
は
他
人
も
自
分
も
助
け
る
よ
」、
と
言
っ
た
励
ま
し

の
言
葉
を
入
れ
た
禅
画
絵
手
紙
を
毎
月
送
り
続
け
て
来
ま
し
た
。

そ
の
他
に
送
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
老
人
施
設
等
へ
禅
画
掛
け
軸
を
。
サ

イ
パ
ン
、
広
島
、
地
元
戦
没
者
の
会
へ
は
5
メ
ー
ト
ル
の
布
地
に
描
い
た
安

ら
ぎ
大
達
磨
を
。
近
隣
市
町
の
一
人
暮
ら
し
老
人
に
は
色
紙
、
数
百
枚
を
。

阪
神
大
震
災
へ
は
2
人
展
の
売
上
げ
、
40
数
万
円
を
。
昨
年
、
今
年
と
東
北

大
震
災
被
災
地
へ
禅
画
色
紙
、
栞
、
団
扇
、
絵
馬
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
半
紙
に

描
い
た
起
き
上
が
り
小
法
師
等
数
千
枚
を
。

こ
の
よ
う
に
、
と
て
も
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
数
の
物
を
送
り
続
け
て

き
ま
し
た
。
勿
論
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
喜
び
の
パ
ワ
ー
を
い
た

だ
き
、
私
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
。

喜
び
の
笑
顔
と
声

地
元
小
学
校
の
「
和
文
化
の
体
験
」
と
言
う
勉
強
会
に
は
、
10
数
年
に
亘

り
2
人
で
達
磨
の
指
導
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
書
道
教
室
の
子
供
達
に
も

慕
わ
れ
、
悩
み
の
相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
禅
画
葉
書

を
送
っ
て
い
る
人
達
に
は
「
私
が
と
て
も
辛
い
時
、
必
ず
あ
な
た
の
葉
書
が

届
く
の
よ
、
お
か
げ
で
元
気
が
出
た
わ
、
有
難
う
」、「
あ
な
た
か
ら
の
葉
書
、

額
に
入
れ
て
飾
っ
て
あ
る
の
、
あ
な
た
の
葉
書
が
1
5
0
枚
を
越
し
た
わ
」

と
私
の
方
が
励
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

自
分
の
為
に
始
め
た
ペ
ン
書
道
か
ら
多
く
の
人
々
の
心
を
救
う
こ
と
の
で

き
る
書
道
と
禅
画
、
健
康
の
勉
強
に
も
つ
な
が
り
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
助
け

ら
れ
今
後
も
続
け
る
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
愛
と
協
力
に

助
け
ら
れ
、
小
さ
な
力
で
す
が
、
一
隅
を
照
ら
し
て
ゆ
き
た
い
。

私
の
夢
は
自
分
が
息
を
引
き
取
る
そ
の
時
ま
で
周
り
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
と

喜
び
を
与
え
ら
れ
る
人
で
あ
り
た
い
。
若
か
っ
た
私
に
父
が
教
え
て
く
れ
た

「
他
人
は
出
来
な
い
事
は
頼
ん
で
こ
な
い
、
他
人
の
お
役
に
た
つ
事
は
気
持
ち

よ
く
受
け
な
さ
い
、」の
言
葉
を
守
っ
て
、何
時
も
笑
顔
で「
ハ
イ
喜
ん
で
」と
。
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「
森
さ
ん
、
あ
の
ね
」
ギ
タ
ー
の
音
色
が
響
く
中
か
ら
、
突
然
か
わ
い
い
声
が

飛
ぶ
。
こ
こ
は
私
の
仕
事
場
。
そ
こ
に
ギ
タ
ー
の
音
色
と
楽
し
げ
な
子
供
た
ち

の
声
が
響
き
わ
た
る
。
今
日
は
、
東
京
で
活
躍
中
の
全
盲
の
ギ
タ
リ
ス
ト
服
部

こ
う
じ
君
の
ギ
タ
ー
セ
ラ
ピ
ー
の
日
だ
。
参
加
者
は
、「
発
達
障
害
」
の
中
学
生

3
人
。

先
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
話
す
と
し
よ
う
。

東
北
の
私
の
友
人
た
ち
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
。
翌
日
に
、
彼
ら

と
携
帯
電
話
が
繋
が
り
、
支
援
が
始
ま
る
。
そ
れ
を
み
て
い
た
近
所
の
春
ち
ゃ

ん
も
、「
私
た
ち
も
何
か
を
し
た
い
と
」、
友
だ
ち
と
協
力
し
、
使
わ
な
く
な
っ

た
ラ
ン
ド
セ
ル
や
文
房
具
、
絵
本
な
ど
を
集
め
て
く
れ
た
。
春
ち
ゃ
ん
は
、「
特

殊
ク
ラ
ス
」
の
中
学
1
年
生
だ
っ
た
。

そ
れ
が
縁
で
、時
々
、学
校
帰
り
に
私
の
職
場（
家
）に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
る
。

「
震
災
支
援
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
た
い
」
と
の
私
の
一
言
で
多
く
の
人
達
が

協
力
し
て
く
れ
た
が
、
も
う
一
人
の
主
役
、
服
部
こ
う
じ
君
と
は
、
そ
れ
が
縁

で
交
流
が
始
ま
っ
た
。

春
ち
ゃ
ん
と
こ
う
じ
君
が
こ
こ
で
交
わ
り
、
こ
う
じ
君
に
よ
る
春
ち
ゃ
ん
の

ギ
タ
ー
教
室
が
始
ま
る
。

１
本
の
ギ
タ
ー
か
ら

静
岡
市
　
森
　
美
佐
枝

こ
れ
を
面
白
が
っ
た
大
人
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
。

こ
の
活
動
を
見
た
障
害
を
持
っ
た
中
学
生
2
人
が
参
加
、「
春
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
」

の
結
成
で
あ
る
。

自
己
主
張
の
強
い
彼
ら
は
、
人
の
話
は
聞
か
な
い
、
訳
も
な
く
歩
き
回
り
、

寝
転
ぶ
、
思
っ
た
通
り
に
い
か
な
い
と
凹
む
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
は
。

な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
に
拘
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
、
後
悔
の
毎
日
の
私
。

だ
が
、
日
に
日
に
子
供
達
の
表
情
、
態
度
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ

れ
ま
で
、
自
分
勝
手
に
演
奏
し
て
い
た
の
が
、
皆
と
合
せ
る
技
術
を
身
に
付
け

始
め
た
の
で
あ
る
。
他
の
仲
間
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

リ
ズ
ム
が
合
っ
て
き
た
。

こ
の
子
供
た
ち
を
み
て
い
て
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に

出
て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
ル
ー
ル
や
気
遣
い
を
、

し
っ
か
り
と
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
だ
と
気
付
い
た
。

そ
の
た
め
、
が
ん
が
ん
叱
る
が
、
不
思
議
に
も
、
お
節
介
な
小
う
る
さ
い
、

お
ば
さ
ん
の
言
う
事
は
き
っ
ち
り
と
聞
き
、
め
げ
ず
に
毎
週
や
っ
て
く
る
。
そ

れ
も
楽
し
そ
う
に
。
全
然
こ
た
え
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
ち
ら
が
逆
に
不

安
に
な
る
。

「
最
近
、
森
さ
ん
み
た
い
な
お
ば
さ
ん
、
い
な
く
な
っ
た
よ
ね
」
と
、
お
母

さ
ん
方
に
言
わ
れ
た
。

学
校
の
担
任
の
先
生
が
、「
春
ち
ゃ
ん
、
急
に
変
わ
っ
た
け
ど
、
何
か
あ
っ
た

の
か
な
？
」

ギ
タ
リ
ス
ト
服
部
こ
う
じ
君
も
変
っ
た
。

東
京
で
の
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、
最
初
は
、
大
家
族
状
態
に
戸
惑
い
を
み
せ

て
い
た
が
、
楽
し
そ
う
に
静
岡
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
日

帰
り
し
て
い
た
の
が
、
最
近
は
2
日
も
、
3
日
も
泊
ま
っ
て
み
ん
な
と
交
流
を

第
13
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会  

は
つ
ら
つ
賞
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し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
ギ
タ
ー
教
室
は
、
障
害
を
持
っ
た
子
供
や
、

「
訳
あ
り
」
の
病
ん
で
い
る
人
達
の
心
を
癒
す
場
所
と
な
る
よ
う
に
、
夢
を
込
め
、

ギ
タ
ー
セ
ラ
ピ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

少
し
自
信
が
付
く
と
調
子
に
乗
る
の
が
春
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
。

「
C
D
を
出
そ
う
」

「
突
然
何
を
言
い
出
す
の
だ
。
素
人
集
団
が
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
。
満
足

に
演
奏
も
で
き
な
い
の
に
。
誰
か
止
め
に
入
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
」
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
が
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
凄
い
と
こ
ろ
。

「
や
ろ
う
、
や
ろ
う
」
で
C
D
を
作
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
自
転
車
に
乗

る
の
な
ら
」。

み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、
声
を
か
け
合
い
、
総
勢
30
人
で
収
録
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
絵
は
、
知
り
合
い
の
銀
行
員
さ
ん
が
書
い
て
く
れ
た
。
曲
は
、

総
て
自
分
た
ち
で
作
詞
･
作
曲
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

最
近
、
自
転
車
の
事
故
が
多
い
と
聞
く
。
自
転
車
の
危
険
運
転
は
命
に
か
か

わ
る
。
で
も
、
自
転
車
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
っ
て
よ
く
分
ら
な
い
。
そ
う
だ
、

こ
れ
を
歌
に
し
よ
う
。

「
携
帯
電
話
は
自
転
車
停
め
て
か
ら
」

「
左
側
通
行
、
車
道
を
走
る
の
が
原
則
」

こ
の
よ
う
な
内
容
で
、
3
人
の
中
学
生
を
モ
デ
ル
に
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
風
に

ま
と
め
た
の
が
「
自
転
車
戦
隊
★
G
O
」

こ
の
活
動
が
新
聞
で
紹
介
さ
れ
、
岡
部
に
住
む
72
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

の
突
然
の
電
話
。

「
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
C
D
を
聴
い
て
歌
の
練

習
を
し
た
い
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
け
ど
、
い
つ
か
は
皆
さ
ん
の
仲
間
に
入
れ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。
C
D
を
送
っ
て
欲
し
い
。」

「
い
や
い
や
、
録
音
に
参
加
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
85
歳
だ
よ
。
き
っ
と
、
い

つ
か
岡
部
で
コ
ン
サ
ー
ト
や
る
か
ら
、
し
っ
か
り
練
習
し
て
ね
。」

一
本
の
ギ
タ
ー
を
通
し
て
、
春
ち
ゃ
ん
、
服
部
こ
う
じ
君
、
お
節
介
な
人
達

の
輪
が
、
ど
ん
ど
ん
太
く
広
が
っ
て
い
く
。
最
近
は
全
盲
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
綱

川
泰
典
さ
ん
も
加
わ
り
、
音
楽
も
活
動
の
幅
も
ぐ
っ
と
広
が
っ
た
。
考
え
て
い

る
よ
り
、
先
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
だ
。

お
節
介
な
お
ば
さ
ん
は
、
発
達
障
害
の
中
学
生
、
視
覚
障
害
の
ギ
タ
リ
ス
ト

達
か
ら
多
く
の
感
動
と
沢
山
の
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
か
わ
い
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
と
言
う
人
が
多
い
中
、
私
は
、
叱
る
べ
き
時
は
愛
情
を

こ
め
て
厳
し
く
叱
り
、
自
分
で
正
し
い
判
断
が
で
き
る
様
に
き
っ
ち
り
説
明
を

し
、
楽
し
い
時
は
率
先
し
て
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
て
い
く
、
そ
ん
な
行
動
力
の

あ
る
、
豪
快
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
わ
く
わ
く
気
分
で
挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
。
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